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conversion to a transdermal system 
（フェンタニル貼付剤への切り替え後における薬効・副作用の発現
に及ぼす CYP3A5 と ABCB1 遺伝子多型の影響） 
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論文題目 
Impact of CYP3A5 and ABCB1 gene polymorphisms on fentanyl pharmacokinetics and clinical 






























対象は浜松医科大学医学部附属病院において、2007年 4月から 2008年 9月の期間に、副
作用軽減や疼痛管理の改善を目的に、他の経口オピオイド鎮痛薬からフェンタニル貼付剤
（デュロテップ ®パッチ）に切り替えを実施し、文書による同意を得た 60名の患者とした。 
貼付剤中の残存フェンタニル量の測定は HPLC 法、血漿中フェンタニル濃度の定量には
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